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私たちは◆地域の皆さんの健康を支え

信頼される医療を実践します

Ｔ私たちは、安全・安l11jIで良質な医療を提供します

２私たちは、患者さんの権利と意思を尊重し、地域

の皆さんに開かれた病院づくりを行います

Ｓ私たちは、地域の保健、医療、福祉機関と密接に

連携します

４私たちは、教育･研修機能を高め、医療水準の向

上と人間性豊かな医療人の育成に努めます

Ｓ私たちは、公共性と経済性を考慮し、健全な病院

経営に努めます

私たちは、

誠意熱意創意
をもって医療を実践します

平成20年１１月１曰改訂
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亘反田市立ﾂ丙院

飯田市立病院は、患者さんの権利と意思を尊重し信頼される良い医療を

行うために、患者さんの権利と守っていただきたい責務を定めます。

1.良質の医療を受ける権利

適切で良質で最善の医療を公平に継続して受ける権利があります。

また、必要な時にはいつでも、医療従事者の援助･助力を求める権利

があります。

2.選択の自由の権利

病院や医師を自由に選択し、または変更する権利があります。

3.情報を知る権利

〉台療や症状について真実を矢0り、担当医師や受け持ち書護師より納得

ができるまで充分に説明を受ける権利があります。その説明に対して納

得がいかない場合、担当医師以外の医師に意見を閏＜権利があります。

４自己決定の権利

充分な説明を受け、治療方法を自らの自由意思で選択し、治療を受け

る権利と治療を受けることを拒否する権利があります。

）
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｢電三者の毛種利と薑薑任」

5.機密保持をえる権利

診療や治療で医師や従事者が知りえた全ての患者'|寶報、全てのプライ

バシーの機密保持をえる権利があります。

患者さん本人の承諾なくして、第三者に開示されない権利があります。

6.尊重される権利

自ら病を克服しようとする主体として、医療の場において常にその生

命・身体・人格が尊重される権利があります。

人間的な終末期ケアを受ける権利を有し、できる限り尊厳を保ち、安

楽に終末期を迎えるためのあらゆる可能な助力を受ける権利があります。

7.情報を提供する責務

医師をはじめとする医療提供者に対して、自身の健康に関する情報を

できるだけ正確に提供する責務があります。

8.医療に協力する責務

全ての患者さんが等しく上記の権利を行使するためにも、病院の規貝Ｕ

を守り、提供される医療に協力して、できるだけ健康的な生活雪'壜を身

につける寶任があります。

また、他の患者さんの治療に支障を与えないように配慮する寶務があ

ります。

平成20年11月１日改訂
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飯田市八幡町438番地･所在地

昭和26年３月１２日

昭和26年１２月３日

平成２年７月４日

平成４年10月２５日

開設許可

診療開始

開設許可

診療開始

当初･開設年月日

新病院

403床（うち救急ICU2床､ICU４床､ＮＩＣＵ3床）

４床（平成11年４月１日から）

一般病床

感染症病床

･病床数

･診療科目 ３２科

内科（昭和26年12月）

外科（昭和27年６月）

整形外科（昭和29年６月）

麻酔科（昭和48年４月）

小児科（昭和49年１月）

脳神経外科（昭和51年５月）

神経内科（昭和51年12月）

泌尿器科（昭和53年４月）

形成外科（昭和54年９月）

眼科（昭和63年10月）

呼吸器外科（平成元年４月）

心臓血管外科（〃）

産婦人科（〃）

耳鼻いんこう科（平成元年１０月）

放射線科（平成４年１０月）

皮盧科（平成５年４月）

歯科（平成７年７月）

リウマチ科（平成９年１月）

リハビリテーション科（〃）

歯科口腔外科（〃）

循環器内科鰯1騨改正
に伴う科名変更等）

呼吸器内科（〃 ）

消化器内科（‘〃）

内分泌内科（〃）

糖尿病代謝内科（〃）

腎臓内科（〃）

消化器外科（〃）

乳腺外科（〃）

病理診断科（〃）

臨床検査科（〃）

救急科（〃）

緩和ケア内科（平成21年９月）
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･各種指定

簔蔓鱗三uiHfLiiririiiliHnj戸
長野県心疾患基幹病院災害拠点病院

原子爆弾被爆者医療等指定医療機関指定養育医療機関

エイズ治療拠点病院・労災保険指定医療機関

指定自立支援医療機関（育成医療・厚生医療）外科後処置診療指定医療機関

日本内科学会内科専門医教育関連病院日本神経学会認定医制度教育施設

日本消化器内視鏡学会認定指導施設日本腎臓学会専門医研修施設

日本呼吸器学会認定医制度認定施設日本脳卒中学会専門医研修教育施設
日本外科学会認定医制度修練施設日本乳癌学会認定施設

日本整形外科学会専門医制度研修施設日本消化器外科学会専門医修練施設

日本呼吸器外科学会専門医制度関連施設日本脳神経外科学会専門医訓練場所
日本胸部外科学会認定医制度関連施設日本小児科学会認定医制度研修施設

日本眼科学会専門医制度研修施設日本核医学会認定医教育病院

日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設日本泌尿器科学会専門医教育施設

日本麻酔学会麻酔指導病院日本形成外科学会専門医制度認定施設
日本産婦人科学会専門医制度卒後研修指導施設日本病理学会登録施設

日本ペインクリニック学会指定研修施設日本糖尿病学会認定教育施設

日本循環器学会循環器専門医研修施設日本超音波医学会認定専門医研修施設

日本消化器病学会専門医制度認定施設日本消化器病学会専門医制度認定施設

日本外科学会外科専門医制度修練施設日本リウマチ学会教育施設

日本プライマリ・ケア学会認定医研修施設日本老年医学認定施設

日本歯科口腔外科専門医制度研修機関日本臨床細胞学会認定施設

日本内分泌代謝科認定教育施設日本医学放射線学会専門医修練協力機関
日本皮膚科学会認定専門医研修施設日本救急医学会専門医指定施設

日本老年医学会認定施設日本がん治療認定医機構認定研修施設

日本周産期・新生児医学会専門医研修施設日本臨床腫瘍学会認定研修施設

マンモグラフイ検診施設長野県ＤＭＡＴ指定病院

財団法人日本医療機能評価機構によ

る病院機能評価「一般病院」

更新認定（平成１７年１月２４日）

･施設の概要 敷地面積

建築面積

本

66,419.39㎡

館 延べ25,803.51㎡鉄骨鉄筋コンクリート造

（－部鉄筋コンクリート造地下１階地上６階）

501.26㎡鉄骨鉄筋コンクリート造

（一部鉄筋コクリート造地下１階地上１階）

206.33㎡車庫等付属家

延べ393.60㎡鉄筋コンクリート造３階建１棟１５戸
木造１戸建１８戸

380.70㎡鉄筋コンクリート造３階連１棟９戸

413.62㎡鉄筋コンクリート造２階のみ

245.48㎡鉄筋コンクリート造１階のみ
2,755.89㎡

606.31㎡鉄骨造３階建

木造ｌ戸建敷地516.84㎡建物139.9㎡

附属棟等

看護師宿舎

医師住宅

職員宿舎

看護師養成実習室

感梁症病舎

場外離着陸場

臨床研修棟

院内保育所
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､澱基準の概要m21.10.1現在）
一般病棟入院基本料７:１入院時医学管理加算

医師事務作業補助体制加算２５:１ハイリスク分娩管理加算

ハイリスク妊娠管理加算がん診療連携拠点病院加算

地域歯科診療支援病院歯科初診料歯科外来診療環境体制加算

臨床研修病院入院診療加算妊産婦緊急搬送入院加算

診療録管理体制加算重症者等療養環境特別加算

栄養管理実施加算医療安全対策加算

褥瘡患者管理加算後期高齢者総合評価加算

退院調整加算後期高齢者退院調整加算

超急性期脳卒中加算ハイリスク褥瘡患者管理加算

救命救急入院料１．２ 特定集中治療室管理料

新生児集中治療室管理料小児入院医療管理料２

亜急性期入院医療管理料１

糖尿病合併症管理料

ニコチン依存症管理料

開放型病院共同指導料

地域連携診療計画管理料、地域連携診療計画退院時指導料

ハイリスク妊産婦共同管理料（１）

薬剤管理指導料

医療機器安全管理料１．２歯科

血液細胞核酸増幅同定検査

検体検査管理加算（１）（Ⅲ）

神経学的検査

コンタクトレンズ検査料（１）

小児食物アレルギー負荷検査

画像診断管理加算２

ポジトロン断層撮影又はポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

無菌製剤処理料Ⅷ

外来化学療法加算１

心大血管疾患リハビリテーション料（１）

脳血管疾患リハビリテーション料（１）

運動器リハビリテーション料（１）

呼吸器リハビリテーション料（１）

エタノールの局所注入甲状腺

エタノールの局所注入副甲状腺

経皮的中隔心筋焼灼術

ペースメーカー移植術、ペースメーカー交換術

大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

医科点数表第２章第１０部手術の通則５及び６に掲げる手術

輸血管理料Ⅱ

麻酔管理料

外来放射線治療加算

放射線治療専任加算

高エネルギー放射線治療

補綴物維持管理料

入院時食事療養（１）

基本診療料

特定入院料

特掲診療料

入院時食事療養等
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飯田市立病院組織図 平成21年９月１日現在

経営企画部 経営企画課
経営企画係

●●●●

経理係
経営企画課長経営企画部長

副経営企画部長

内科､総合内科､呼吸器内科､消化器内科、
循環器内科､腎臓内科､神経内科､内分泌内科、
糖尿病代謝内科､緩和ケア内科、
外科､呼吸器外科､消化器外科､心臓血管外科、
脳神経外科､乳腺内分泌外科､整形外科､形成外科、
リウマチ科､小児科､新生児科､皮膚科､泌尿器科、
産科､婦人科､眼科､耳鼻いんこう科、

リハビリテーション科､放射線診断科､放射線治療科、
病理診断科､臨床検査科､救急科､歯科､歯科口腔身
麻酔科､ＩＣＵ､ＮＩＣＵ､腎センター､手術室

●●●●

診療部長

副診療部長

科

院長

診療技術部 …．薬剤科､放射線科､臨床検査科
リハビリテーション科､食養科

副院長 診療技術部長

副診療技術部長

…．外来､病棟､ＩＣＵ､ＮＩＣＵ、腎センター
手術室、中央材料室､ＭＥ室

看護部長

副看護部長

地域医療部
医療福祉係､人間ドック室

在宅介護支援センター､訪問看護ステーション

地域医療総合連携室

Ｄ●●●

地域医療部長

副地域医療部長

医療情報部
’情報管理係

.…中央病歴管理室､図書室
医療情報部長

副医療情報部長

医療安全部
医療安全管理室､感染管理室

…．医療相談係
医療安全部長

副医療安全部長

m医療安全管理者

庶務係
●●●●

人事係
庶務課長

事務局
施設係

●●●●

用度係
施設課長事務局長

(兼経営企画部長）

…．外来係
入院係

医事課長

高松診療所 事務長(兼）

所長

上郷介護老人
保健施設

管理係､看護係､介護係
リハビリテーション係､栄養管理係
上郷在宅介護支援センター

事務長…・

(兼診療所事務長）

施設長

(兼高松診療所長）
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３.沿革

病院開設許可(病床数一般25床､結核9床）
開院

増改築(本館)竣工(鉄筋コンクリート地下1階）
中央診療棟竣工(鉄筋コンクリート地下1階､地上2階）
増改築(新館)竣工(鉄筋コンクリート地下1階､地上4階､病床数一般304床､結核61床）

昭和26年３月

２６年12月

４０年７月

４９年３月

５２年３月

５４年９月

５６年７月

５６年11月

５９年４月

６１年１２月

６３年12月

平成元年11月

２年２月

２年７月

新病院建設マスタープラン作成依頼
同報告書完成

病院整備研究委員会設置
結核病床廃止(病床数一般304床）
病院建設研究室設置

新病院建設基本設計､実施設計発注
総合病院となる
新病院建設設計完了､敷地造成工事着手
新病院開設許可(病床数一般50床増床し､354床に変更）
建設工事着手

新病院本館工事終了

新病院竣工

開院

伝染病隔離病舎工事終了
看護婦養成実習室竣工

災害拠点病院指定
エイズ治療拠点病院指定
６階東病棟増築竣工(病床数49床増床し､403床となる）

月
月
月
月
月
月
月
月

７
９
０
４
７
１
３
３

１

年
年
年
年
年
年
年
年

４
４
４
７
７
９
９
０
１

外来棟増築竣工

検査手術棟増築竣工
リハビリ棟増築竣工

高圧酸素治療室整備

場外離着陸場(ヘリポート)竣工
地域周産期母子医療センター指定
MRI室整備

へリポート油庫設置

蒸気ボイラー改修

在宅介護支援センター(別棟)新築
救急治療室増改築

結核患者収容個室整備
救急外来大屋根整備

駐車場ゲート運用開始

入院電子カルテ運用開始

外来電子カルテ運用開始

地域医療支援病院承認

日本医療機能評価機構認定病院更新
臨床研修棟整備

助産師外来開始

PET-CT整備

新型救命救急センター指定
地域がん診療連携拠点病院指定
高松分院閉院

高松診療所開設

院内保育所開設
DPC対象病院

月
月
月
月
月
月
月
月

９
６
６
８
９
３
０
２
１
１

年
年
年

年
０
１
２

３
１
１
１

１

14年３月

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

９
２
２
４
７
１
４
２
７
０
１
３
４
４
４

１
１

年
年

年
年

年
年
年

５
６
１
１

７
８
１
１

９１
２
２

０
１

〃
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飯田市立病院各種委員会等組織図（全57委員会･会議）

☆は､法令･施設基準等に規定のあるもの

診療系(全22委員会）

１医療安全推進委員会

☆２院内感染防止対策委員会／感染対策チーム

３倫理委員会

４脳死判定委員会

☆５治験審査委員会

☆６輸血療法委員会

☆７臨床検査精度管理検討委員会

８診療情報管理委員会

９救急医療委員会

（救命救急センター運営部会／医療部会）

１０がん診療連携拠点病院運営委員会

１１緩和ケア委員会／緩和ケアチーム

１２がん化学療法検討委員会

１３クリティカルパス委員会

１４病床管理委員会

１５集中治療室運営委員会

１６手術室管理運営委員会

１７薬事委員会

１８リハビリテーション運営委員会

☆１９栄養管理会議

２０栄養皮膚ケア委員会／褥瘡チーム

２１人間ドック委員会

２２在宅ケア委員会

経営企画会議

人事委員会

経営会議

部門別会議(全6会議）

１診療部部長会議

２医局会

３診療技術部科長会議

４看護部会議

５地域医療部会議

６事務局会議

運営管理系(全22委員会）

１病院機能評価・経営改善委員会

☆２労働安全衛生委員会

☆３地域医療支援病院運営委員会

４医療サービス推進委員会

☆５相談窓口運営委員会

６診療記録監査委員会

７医療情報システム委員会

☆８個人情報保護委員会

９診療報酬請求審査検討委員会

１０ＤＰＣ委員会

☆１１放射線安全委員会

☆１２防火防災対策委員会

☆１３医療ガス安全管理委員会

１４産業廃棄物適性化委員会

１５医薬材料・機器購入等審査委員会

１６医療機器維持運用委員会

１７物品購入委員会

１８広報編集委員会

１９ホームページ管理委員会

２０院内保育所運営委員会

２１ボランティア委員会

２２省エネルギー推進委員会

■￣

教育研究系(全4委員会）

１臨床研修管理委員会

２医誌編集委員会

３教育研修委員会

４図書室運営委員会
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5.飯田市立病院の施設の特色

●飯伊医療圏の中核病院として、二次医療の全部と発生の多い疾患の第三次医療（高度医療）を提供する

ため、最新型の医療機器を導入し、高次医療病院として充実させました。

●当医療圏内で最高の機能を備えた病院となり、他の医療機関との機能分担と相互連携によって住民の健

康を守る中心的役割を果しています。

●段丘上の恵まれた自然環境の中に立地しています。明るく清潔な院内とし、患者さんが希望をもって治

療に専念できるよう待合室、病室、デイルームなど施設全体に工夫がなされています。

●広い敷地を活用して１階を広くとり、ほとんどの診療が１階で受けられるように外来診療室、放射線診

断室､検査室等が配置され､患者さんにわかりやすく、職員も働きやすいようにレイアウトしています。

●病院施設は安全性が肝心です。施設全体に安全施設や防災対策が施され、院内の感染防止対策も考慮さ

れています。

；懸繍機議

－１１－

蕊灘鱗蕊灘欝蕊蕊蕊蕊蕊繍蕊翻21蝋溌i鶴灘騒葡i繍鷺灘騨蕊i灘蕊蕊議蕊蕊灘蕊蕊 灘鰯蕊蕊:蕊灘灘蕊灘鱗騨灘鰯羅131鰯灘錨騒i鰯綴蕊蕊議繍蕊蕊蕊蕊蕊繍蕊蕊蕊

放射線治療システム 患者監視モニタリングシステム

リニアック 無影灯

ラルストロン 手術台

ストロンチウムＳｇシリンジ分注装置 トランスムーバー

電気メス

ＰＥＴ－ＣＴ 麻酔器

ＭＲｌ 腹腔鏡手術機器

×線ＴＶ 鼻腔鏡手術機器

Ｘ線ＣＴ 開頭ドリル機器

アンギオ 人工l11jl肺装置

Ｒ’ 大動脈バルーン７fンプ

骨密度測定装置 人工関節手術機器

腹部エコー レーザー手術機器

ＣＲ 超音波手術機器

結石破砕装置 除細動器

マンモグラフィー 高圧蒸気滅菌装置

乳腺バイオプシー プラズマ滅菌装置

一般×線撮影装置 ジェットウォッシャー

放射線画像ファイリングシステム（ＰＡＣＳ） 超音波洗浄装置

放射線I渭報システム（ＲｌＳ）
患者監視モニタリングシステム

生化学自動分析システム ＩＣＵベッド

血算装置 熱傷ベッド

血液凝固分析装置 人工呼吸器

血液培養装置

輸血検査システム ＲＯ水処理装置

検体搬送システム ダイアライザー

病理検査システム

臓器標本撮影装置 内視鏡ビデオシステム

電子顕微鏡 超音波内視鏡システム

肺機能測定装置 上部消化管汎用ビデオスコープ

運動負荷試験システム 下部内視鏡ビデオスコープ

脳波計 ＋二指膓内視鏡ビデオスコープ

l1Ljl電図システム 小腸内視鏡ビデオスコープ

l11jl臓エコー装置

血液ガス電解質分析装置 輸〉度７<ンプ

シリンジアﾏンプ

散剤調剤監査システム 下肢加圧装置

錠剤分包機 低圧持続吸弓|器

散剤分包機 パルスオキシメーター

ハバートタンク 外科穿刺エコー

牽弓|装置 産婦人科エコー

低周波治療器 分娩監視装置

干渉波治療器 分娩台

超音波骨折治療器 保育器

新生児生体'情報モニタ機器

高気圧酸素治療装置

リフト式特殊浴槽

歯科治療ユニット



Ｌ

６職員に関する事項

(1)職種別職員の状況

qlJ1
（）は初期研修医内数

１９年度

丘
（）は初期研催

－１２－

Ｈ９１４１踊力盲

職種 16年度 17年度 18年度 １９年度 20年度 21年度

医師 68(5) 76(１０） 84(13） 88(17） 90(14） 93(15）

薬剤師 1５ 1５ 1５ 1７ 1８ 1８

診療放射線技師 1５ １５ 1６ 1６ 1７ 1８

臨床検査技師 2７ 2４ 2５ 2５ 2６ 2５

理学療法士 1１ 1１ 10 1１ 1２ 1５

作業療法士 ４ ４ ４ ５ ５ ６

視能訓練士 ３ １ ２ ３ ２ ２

言語聴覚士 ３ ２ ２ ３ ４ ４

歯科衛生士 ２ ２ ３ ３ ４ ４

栄養士 ４ ５ ５ ５ ７ ７

調理員 2５ 2６ 2６ 2５ 2６ 2８

看護師 258 257 258 275 297 322

准看護師 3５ 2６ 2７ 2９ 2８ 3１

助産師 1２ 1１ １６ 1６ 1７ 1９

保健師 ２ ２ ２ １ １ １

臨床工学技士 １ １ ２ ４ ６ ６

看護助手 2４ 2５ 2７ 2９ 3８ 4０

事務 5８ 5４ 5７ 5８ 6４ 8０

その他 ４ ３ ４ ４ ５ ６

合計 5７１ 560 585 ６１７ 667 725



7．平成20年度飯田市立病院事業報告

１概祝

（１）総括事項

平成20年４月の診療報酬の改定は､マイナス0.82％となりました｡平成18年度のマイナス

３．１４％という大幅な引き下げに比べると､本体部分がプラス0.38％と改善の方向もみられます

が、引き続き非常に厳しい状況に変化がないものと考えられます。

そのような中で、当院の平成20年度の患者動向は､全国的な傾向に加え当院の一部の病棟

を再編成したことなどにより、上半期は入院･外来ともに前年度と比較して患者数が減少し､医業

収益も大幅に落ち込みました｡そこで､公立病院改革プランを見据えた経営改善の必要`性につ

いて職員の認識を高めるとともに､収益確保に向けての取組を強化してきたところ､入院患者の

確保や単価向上などの取組により医業収益が回復し､最終的に前年度と同程度の収益が確保

できました。

決算状況は､前年度に比較して病床利用率は低下しましたが､入院･外来の診療単価の上昇

などにより、医業収益としては１．ｏ％の増となりました｡また、医業外収益は､一般会計負担金の

増などにより１４．２％の増となっています｡一方、医業費用については、医師の負担軽減や看護

配置基準7対1に向け看護師やメディカルクラーク等を採用したことによる人件費の増やく医療

機器等の修繕が重なったことなどにより１．９％増の伸びとなりました｡また、医業外費用は､企業

債支払利息や開発費償却(電子カルテ)の大幅な減額により、９．７％の減となっています｡その

結果､経常損益は1億2千9百万円の損失となり、前年度と比較すると約1億1千8百万円の改善

が図られました｡地域医療を取り巻く環境は厳しい状況にありますが、医療の充実と健全な病院

経営の両立に向け前進することができました。

なお､院内保育所の開設により看護師の離職率が低下したこともあり、平成21年度から看護配

置基準7対1の基準を満たすことができるため、良質な医療の提供と収益の向上が見込まれます。

公立病院改革については､平成１９年１２月に示された公立病院改革ガイドラインにより、「経

営効率化｣｢再編･ネットワーク化｣｢経営形態の見直し｣という３つの視点に立った飯田市立病院

改革プランの策定に取り組みました｡特に収支計画では､平成22年度の経常黒字を目標にして

おり、飯田市立病院改革プランの策定を契機に総点検を行い､従来から取り組んできた経営改

善を推し進めることにより経常収支の黒字化を目指します。

医師の確保については全国的に厳しい状況で､特に地方の総合病院の勤務医不足が著しく、

当地域でもその傾向が顕著に現れています。当地域のみで解決できる問題ではありませんが、

地域医療に支障が出ないように医療機関や関係機関と連携して取組を進めました。

産婦人科については、当地域の病院に勤務する産婦人科医師が退職したことにより、平成２０

年４月以降に当院が受け入れる里帰り出産について､分娩件数月７０件を目安に－部制限して

まいりました｡その後、平成１９年度に整備した助産師外来(診察室3室と検査室･検査機器等を

整備､検査は専任の臨床検査技師が対応)が軌道に乗り、医師の負担軽減に結びついたことか

ら、目安とする分娩件数を月９０件に拡大することができました。

－１３－



心臓血管外科については、専門医師が不在のため平成19年から手術を休止していましたが、

平成２１年２月に医師が着任し手術を再開することができました｡手術が必要な患者さんを搬送

するリスクや負担がなくなり、地元で手術が再開できる意味は大きいものと思われます。

感染防止対策については、世界中で危機感が高まっている新型インフルエンザ対策の必要

性から取組の重要性が高まっています。当院では､感染管理認定看護師や感染防止対策委員

会が中心となり、対応マニュアルの作成や防護服の準備を進めてきましたが､さらに､平成２１年

４月からは医療安全部に感染管理室を設置し､専門的に対策を進めてまいります。

研修医の確保では､研修プログラムの充実などに取り組んでまいりました。平成20年度は､前

年度より1名少ない16名を受け入れています｡また､初期臨床研修終了後、さらに専門領域を深

めるための後期臨床研修として医師5名が当院に勤務しました｡今後も､研修医を積極的に受け

入れ地域医療を担う医師の育成に取り組んでまいります。

平成１９年１月に、県内６施設の｢がん診療連携拠点病院｣の一つに指定され、がん患者に質

の高い医療を提供していくための取組を進めています｡がん診療の専門医等の育成や関係スタ

ッフの研修教育､関係医療機関との連携やデータ分析に取り組むとともに､院内の緩和ケアチー

ムが活動しました。

救命救急センターやがん診療連携拠点病院としての機能の充実､入院･外来患者が院内で過

ごす時間の快適`性向上などのため､増改築の準備を進めました。

医療安全対策や患者サービスの向上､接遇の改善などについて､各委員会を中心に積極的

に取り組みました｡ご意見カードで寄せられた要望･意見や患者満足度調査などの客観的な指

標により検証しながら､よりよいサービスの向上を推進しています｡また、「患者さんの個人,情報」

についても､適切に保護し管理することを進めています。

上郷介護老人保健施設については､平成22年３月の完成に向け建設に着手しています。

ア施設の状況

(ア）本年度取得した施設等の概要は次のとおりです。（金額は消費税抜）

ａ建物及び附属設備はＭＲＩ室シールド付設等改修工事他

６９，９６１，０００円

ｂ構築物｜土院内託児所柵設置及び錠取付工事

１７０，０００円

ｃ医療器械器具及び備品は磁気共鳴画像診断装置(MRI）他

４１０，４１６，８００円

ｄ一般器具及び備品は医療'情報ネットワーク基幹ＬＡＮ機器他

２８，１２９，１００円

ｅ車両及び運搬具は小型乗用車他

2,428,075円

(イ）本年度除却した施設等の概要は次のとおりです。（金額は消費税抜）

ａ医療器械器具及び備品は超電導MRI装置及び関連機器他

４８１，９６６，８２０円

ｂ一般器具及び備品はパソコン他

１５，０６６，６６７円
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イ患者の状況

入院患者数は、延べ116,541人(前年度対比９４．６％)、一日平均319.3人、病床利用

率７９．２％(決算統計上８４．４％)、前年度に比較して、延べで６，６４７人、－曰平均１７．３

人、利用率では４．３ポイント減少しました。また､平均在院日数は13.1日でした。

高松診療所を含む外来患者数は、延べ223,866人(前年度対比90.5％)、－曰平均

917.5人で､前年度に比較して、延べで２３，４６１人、一日平均９２．０人の減少となりました。

なお､感染症入院患者数は、昨年に引き続き０人でした。

ウ経理の状況

(ア）収益的収入(損益計算書）

入院収益は5,869,686,476円、外来収益が2,176,952,187円で､前年度に比較

し､入院では64,254,754円(1.1％)の増加、外来では35,428,975円（1.6％)の減

少となりました。患者１人１日当たりの診療収入(高松診療所を含む)は、入院５０，３６６

円、外来９，７２４円となり、前年度に比較し入院では３，２３５円（6.9％)、外来では７７９

円(8.7％)増加しました。

病院事業収益全体では前年度に比較し、１９８，４７７，５６８円（２．１％）増加の

9,635,385,293円となりました。

(イ）収益的支出（損益計算書）

病院事業費用は前年度に比較し給与費は183,231,736円（3.9％)増加、材料費

は127,208,519円(6.0％)減少、経費は110,281,758円(9.7％)増加、企業債利

息は28,474,506円(6.5％)減少、減価償却費は15,393,000円（2.0％)減少、繰

延勘定償却は７３，９００，００３円（24.8％)減少しました。

病院事業費用全体では前年度に比較し、７９，９５０，９６９円（０．８％）増加の

9,765,012,768円となりました。

この結果、経常損益で129,627,475円の損失となりました。

け）資本的収入

企業債は、1,642,400,000円（うち借換債1,065,800,000円）、企業債償還元金

及び建設改良費等を繰入項目とする他会計負担金は396,909,000円、国県補助金

は13,702,000円、介護老人保健施設建設に係る出資金は249,030,000円、寄附

金は2,300,000円で、資本的収入総額は2,304,341,000円でした。

(エ）資本的支出

医療機器等整備や介護老人保健施設建設等の建設改良費は854,358,955円、

企業債償還金は繰上償還の1,065,884,519円を含め2,090,357,490円、退職給

与金は156,554,636円、開発費は31,579,100円で、資本的支出総額は

３，１３２，８５０，１８１円でした。

なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額828,509,181円は、当年度分

消費税及び地方消費税資本的収支調整額1,829,671円及び過年度分損益勘定留

保資金826,679,510円で補てんしました。

－１５－



(2)患者の年度別状況

２４４

２３８

(3)平成20年度企業債及び一時借入金の状況

ア企業債の概況

イー時借入金の概況
該当なし

(4)その他会計経理に関する重要事項

ア補償金免除繰上償還にかかる事項

平成２０年度公的資金補償金免除繰上償還等実施要綱（平成２０年４月１日付け総務

省自治財政局長通知）に基づき、平成２１年２月２４日付けで承認のあった利率６パー
セント以上７パーセント未満の財政融資資金について、補償金免除を受けて

1,065,884,519円を繰上償還した。

■

－１６－

区分 年度 病床数 診療日数 患者延数 一日平均患者数

入院 1６

1７

1８

1９

2０

403

403

403

403

403

365

365

365

366

365

118,467

120,719

6,785

123,188

116,541

324.6

330.7

347.4

336.6

319.3

外来 1６

1７

1８

1９

2０

￣

￣

243

244

245

245

244

238

254,831

245,793

249,431

240,436

6,891（高松）

216,859

7,007（高松）

1048.7

１００７．３

1０１８．１

981.4

28.1（高松）

888.8

29.4(高松）

区分 前年度末残高 本年度借入高 本年度償還高 本年度末残高 備考

企業債

円

10,455,166,423

円

1,642,400,000

(うち借換債）

1,065,800,000

円

2,090,357,490

(うち繰上償還）
１ ， 065,884,519

円

10,007,208,933

財政融資資金
八十二銀行
長野県信連
飯田信用金庫
みなみ信州農業協同組合
簡易生命保険
地方公営企業等金融機構
長野銀行
長野県労働金庫



(4)平成20年度飯田市病院事業決算報告谷
収益的収入及び支出

〔収入〕

〔支出〕

'9=76,1￣Ｔ]~－．－－丁

資本的収入及び支出

〔収入〕

〔支出〕

■■ ■■

1７６７７５０００

資本的収入額が笹本的支出謡 鞘プ1ＭＪ８２８５０９－１８１１」 兎資本的咽

－１８－

。
』

】
一
■
二
一
■

■
■
｜
』
』
■

貫牛にＭ{ＸﾉＷｉ貝刀到買牛叩又由観ＩＬ/1,疋~ＦＩＣ観５z５，０Ｗ，１５１Ｈ１工、当牛皮分Y自費祝及び地万消費祝資本的収支

■■

■■

■

区分

第１款

病院事業収益

円

9,815,000,000

円

7８，１４７，０００

円
０

第１項

医業収益 8,974,000,000 28,617,000 0

第２項

医業外収益 841,000,000 49,530,000 ０

区分

第１款

病院事業費用

円

10,015,000,000

円

98,538,000

円
０

円
０

円
０ 円

1０，１１３，５３８，０００
第１項

医業費用 9,340,700,000 92,700,000 ０ ０ ０ 9,433,400,000
第２項

医業外費用 674,300,000 5,838,000 ０ ０ 0 680,138,000

区分

第１款

資本的収入

円

2,443,186,000

円

197,571,000

円

2,640,757,000

円

176,775,000
第１項

企業債 1，７４８，１００，０００ 152,000,000 1,900,100,000 ０

第２項

負担金 422,961,000 32,105,000 455,066,000 0

第３項

国庫補助金 5,625,000 △474,000 5，１５１，０００ ０

第４項
県補助金 ０ 8,085,000 8,085,000 ０

第５項

出資金 266,500,000 3,555,000 270,055,000 176,775,000
第６項
寄附金 ０ 2,300,000 2,300,000 ０

区分

第１款

資本的支出

円

3,187,358,000

円

220,565,000

円
０ 円

3,407,923,000

円

176,775,000

円
０

第１項

建設改良費 951,000,000 163,565,000 ０ 1，１１４，５６５，０００ 176,775,000 ０

第２項

企業債償還金 2,090,358,000 ０ 2,090,358,000 ０ ０

第３項

退職給与金 100,000,000 57,000,000 ０ 157,000,000 ０ ０

第４項

開発費 46,000,000 0 46,000,000 ０ 0



■■

３６５６０００００

■■

３６５６０００００

（つち仮払消費税

４０６３６６３４円３６５６０００００３６５６０００００

（うち仮払消費税

１５０３７６７円）

､。イニ1829.671ロロび号．￣９－ユー｣疋留ＩＦａ．ｗ８２６６７９５１０円で裾

－１９－

■
『
■
二
。
■
■
『
■
。
■
。

■
■
■
勺
・
・
０

iil可霊室？i貝１，５こり，ｂイ１伝I』ＺＵ､〕回干l桑Z刀、言〔血fl因剴j人'二酉し伝要証立ｇｏ色０，･Ｉワ，ｕｌｕｍＬＴｉｎＬハノレノー。

決算額
予算額に比べ
決算額の増減

備考

円

9,893,147,000

円

9,653,634,020

円

△239,512,980

9,002,617,000 8,729,805,682 △272,811,318

(うち仮受消費税

16,962,879円）

890,530,000 923,828,338 33,298,338

(うち仮受消費税

1,285,870円）

決算額

地方公営企業

法第26条第２
項の規定によ

る繰越額

不用額 備考

円
０

円

10,113,538,000

円

9,733,751,609

円
０

円

379,786,391

0 9,433,400,000 9,062,763,155 ０ 370,636,845

(うち仮払消費税

114,200,115円）

０ 680,138,000 670,988,454 ０ 9,149,546

(うち仮払消費税

1,009,369円）

決算額
予算額に比べ
決算額の増減

備考

円
０

円

2,817,532,000

円

2,304,341,000

円

△513,191,000

０ 1,900,100,000 1,642,400,000 △257,700,000

(うち借換債

1,065,800,000円）

０ 455,066,000 396,909,000 △５８，１５７，０００

０ 5，１５１，０００ 5,625,000 474,000

０ 8,085,000 8,077,000 △８，０００

０ 446,830,000 249,030,000 △197,800,000

０ 2,300,000 2,300,000 ０

決算額

翌年 斐繰越額

地方公営企業法

第26条の規定に
よる繰越額

継続費
逓次

繰越額

合計
不用額 備考

円

3,584,698,000

円

3，１３２，８５０，１８１

円
０

円

365,600,000

円

365,600,000

円

86,247,819

1，２９１，３４０，０００ 854,358,955 365,600,000 3６５，６００，０００ 7１，３８１，０４５

(うち仮払消費税

40,636,634円）

2,090,358,000 2,090,357,490 0 0 ０ 510

(うち繰上償還

1,065,884,519円）

1５７，０００，０００ 156,554,636 ０ ０ ０ 445,364

46,000,000 3１，５７９，１００ 0 ０ ０ 14,420,900

(うち仮払消費税

1,503,767円）



(5)飯田市病院事業損益計算杏

＊平成19年度の前年度繰越欠損金には高松分院の繰越欠損金176,728,387円を合算してある。

－２０－

(苗ｲ古P･ロ１

18年度 19年度 20年度

l医業収益 8,347,120,075 8,629,045,501 8,712,842,803

(1)入院収益 5,679,442,528 5,805,431,722 5,869,686,476

(2)外来収益 2,135,842,896 2,212,381,162 2,176,952,187

(3)その他の医業収益 531,834,651 611,232,617 666,204,140

２医業費用 8,470,724,119 8,781,233,089 8,948,563,040

(1)給与費 4,512,040,262 4,680,616,339 4,863,848,075

(2)材料費 2,039,110,950 2,138,996,108 2,011,787,589

(3)経贄 1,069,638,545 1,136,581,115 1,246,862,873

(4)減価債 却費 786,842,267 777,516,546 762,123,546

(5)資産減耗費 32,942,929 12,667,528 26,879,607

(6)研究研修費 30,149,166 34,855,453 37,061,350

医業損失 123,604,044 152,187,588 235,720,237

３医業外収益 765,751,837 807,862,224 922,542,490

(1)受取利 』

●

息、配当金 2,721,678 9,279,445 9,978,388

(2)他会計負担金 595,466,000 599,568,000 691,901,000

(3)財産収入 7,009,474 6,254,724 5,096,847

(4)他会計補助金 95,100,000 111,600,000 129,187,000

(5)国庫補助金 20,227,000 29,381,000 26,269,000

(6)県補助金 4,425,000 10,473,000 23,371,000

(7)その他医業外収益 40,802,685 41,306,055 36,739,255

４医業外費用 967,302,514 903,828,710 816,449,728

(1)支払利息及び企業債取扱諸費 418,873,440 439,739,503 411,264,997

(2)繰延勘定償却 392,449,562 298,177,989 224,277,986

(3)患者外給食材料費 946,119 920,151 1,285,128

(4)院内保 育所費 19,008,245

(5)雑損 失 155,033,393 164,991,067 160,613,372

３ ４ △201,550,677 △95,966,486 106,092,762

経常損失 325,154,721 248,154,074 129,627,475

５特別利益 ０ ０ ０

(1)固定資産売却益 ０ ０ ０

(2)過年度損益修正益 ０ 0 ０

(3)その他特別利益 0 ０ 0

６特別損失 0 1,072,794,378 ０

(1)固定資産売却損 ０ ０

(2)過年度損益修正損 0 0

(3)高松分院固定資産等除却損 ０ 1,072,794,378

５ ６ ０ △1,072,794,378 ０

当年度純損失 325,154,721 1,320,948,452 129,627,475

前年度繰越欠損金 1,495,660,324 1,997,543,432 2,068,969,119

当年度未処理欠損金 1,820,815,045 3,318,491,884 2,198,596,594



(6)飯田市病院事業剰余金計算書
(単位:円）

＊平成１９年度の前年度未処理欠損金は高松分院の未処理欠損金176,728,387円を合算してある。

－２１－

18年度 19年度 20年度

[利益剰余金の部］

１減債積立金

ｌ前年度末残
■＿

局 0 0 ０
』

２前年度繰入額 ０ ０ 0

３当年度処分額 0 0 ０

４当年度残
■＿

局 ０ 0 0

積立金合計 ０ ０ ０

２欠損金

１
前年度未処理欠損金
前年度未処分利益剰余

1,495,660,324 1,997,543,432 3,318,491,884

２
前年度欠損金処理額
前年度利益剰余金処分

０ ０ 1,249,522,765

繰越欠損金年度末残高
繰越利益剰余金年度末残

1,495,660,324 1,997,543,432 2,068,969,119

３ 当年度純損失 325,154,721 1,320,948,452 129,627,475

当年度末処理欠損金 1,820,815,045 3,318,491,884 2,198,596,594

［資本剰余金の部］

１ 受贈財産評価額

１前年度末残
■－

局 32,123,300 33,536,550 33,536,550

２前年度処分額 0 ０ ０

３当年度発生額 ０ ０ ０

４当年度処分額 0 ０ 0

５当年度末残
■＿

局 32,123,300 33,536,550 33,536,550

２寄附金

１前年度末残
■一

局 16,483,438 23,857,718 24,057,718

２前年度処分額 0 ０ ０

３当年度発生額 0 ’■､‐■ 200,000 2,300,000

４当年度処分額 0 ０ ０

５当年度末残
■_

局 16,483,438 24,057,718 26,357,718

３補助金
'

１前年度末残
■－

局 806,223,000 925,929,300 937,047,300

２前年度処分額 0 ０ ０

３当年度発生額 13,000,000 1１，１１８，０００ 13,702,000

４当年度処分額 ０ ０ ０

５当年度末残
白一

局 819,223,000 937,047,300 950,749,300

４その他資本剰余金

１前年度末残
■_

居り 4,518,910,318 5,202,728,728 5,664,078,728

２前年度処分額 0 ０ 1,249,522,765

３当年度発生額 308,923,000 461,350,000 396,909,000

４当年度処分額 ０ ０ 0

５当年度末残
●_

僧Ｉ 4,827,833,318 5,664,078,728 4,811,464,963

翌年繰越資本剰余金 5,695,663,056 6,658,720,296 5,822,108,531



(7)飯田市病院事業貸借対照表

(単位:円）

－２２－

18年度 19年度 20年度

［資産の部］ 17,509,344,382 16,952,924,322 17,018,698,743

１固定資産 13,094,425,057 12,928,244,556 12,954,991,655

(1)有形固定資産 13,092,668,973 12,925,736,019 12,952,483,118

イ土 地 4,284,956,840 4,399,020,501 4,399,020,501

ロ 建物及び附属設備 6,983,537,603 6,760,472,609 6,424,836,219

ノ、 構築物 116,778,082 113,808,474 96,305,671

￣

－－ 医療機械器具及び備品 1,649,078,509 1,604,358,425 1,666,438,769

ホ 般器具及び備品 54,368,889 44,935,486 58,570,769

ｿﾞへ 車輌及び運搬具 3,949,050 3,140,524 4,693,843

卜建設仮勘定 ０ ０ 302,617,346

(2)無形固定資産 1,756,084 2,508,537 2,508,537

イ電話加入権 1,756,084 1,934,444 1,934,444

ロ地 上 権 ０ 574,093 574,093

(3)投資 ０ ０ ０

イ長期貸付金 0 0 ０

ｐその他投資 ０ ０ ０

２流動資産 3,564,301,617 3,258,308,380 3,294,672,989

(1)現金預金 2,184,297,925 2,042,205,630 1,874,112,690

(2)未収金 1,335,903,083 １ ， 184,923,808 1,386,413,273

(3)貯、蔵品 44,100,609 31,178,942 34,147,026

(4)貸付金 0 0 0

(5)その他流動資産 ０ ０ ０

３繰延勘定 850,617,708 766,371,386 769,034,099

(1)開発費 129,285,516 70,272,820 83,386,333

(2)退職給与金 512,207,405 509,174,546 495,840,259

(3)控除対象外消費税 209,124,787 186,924,020 189,807,507



/1１

－２３－

18年度 19年度 20年度

［負償の部］ 922,349,944 718,356,004 699,774,390

４固定負債 ０ ０ ０

(1)弓’当金 ０ ０ ０

イ修繕費引当金 ０ ０ ０

ロ 退職給与引当金 ０ ０ ０

５流動負債 922,349,944 718,356,004 699,774,390

(1)未払金 910,810,178 704,730,080 683,263,252

(2) 時借入金 ０ ０ ０

(3)その他流動負債 11,539,766 13,625,924 １６，５１１，１３８

［資本の部］ 16,586,994,438 16,234,568,318 16,318,924,353

６資本金 12,712,146,427 12,894,339,906 12,695,412,416

(1)自己資本金 575,903,782 835,953,483 1,084,983,483

(2)借入資本金 12,136,242,645 12,058,386,423 11,610,428,933

イ他会計借入金 1,603,220,000 1,603,220,000 1,603,220,000

ロ 企業債 10,533,022,645 10,455,166,423 10,007,208,933

ノ、 特定資金公共投資事業債 0 ０ 0

７剰余金 3,874,848,011 3,340,228,412 3,623,511,937

(1)資本乗り余金 5,695,663,056 6,658,720,296 5,822,108,531

イ受贈財産評価額 32,123,300 33,536,550 33,536,550

ロ 寄附金 16,483,438 24,057,718 26,357,718

ノ、 補助金 819,223,000 937,047,300 950,749,300

￣

￣ その他資本剰余金 4,827,833,318 5,664,078,728 4,811,464,963

(2)欠損金 1,820,815,045 3,318,4911884 2,198,596,594

イ当年度未処理欠損金 1,820,815,045 3,318,491,884 2,198,596,594

負債・資本合計 17,509,344,382 16,952,924,322 17,018,698,743



3），｣に唐る記 １１日
■－

－２４－

(8)経営分析に関する詔（）I士前生底齢捕

団体名 飯田市 病院名 飯田市立病院

項目 算出基礎 数値･単位
増減率

1病床利用率

(1)－股

(2)結核

(3)伝染

(4)計

年延一般入院患者数（125,408）×１００

年延一般病床数（147,095）

年延結核入院患者数（）×１００

年延結核病床数（）

年延伝染入院患者数（Ｏ）×100

年延伝染病床数1,460）

年延入院患者数（125,408）×１００

年延総病床数148,555）

（８９．７）

85.3％

（）

％

（０．０）

０．０％

（８８．９）

84.4％

-4.9

-5.1

２
患

者
数

(1)一日平均

患者数

ア入院

イ外来

(2)外来入院患者比率

(3)職員一人

－日当り

患者数

ア医師

ｲ看護部門

職員

入院

外来

入院

外来

年延入院患者数125,408）

365（３６５）

年延外来患者数（223,866）

診療日数（２４４）

年延外来患者数（223,866）×１００

年延入院患者数（125,408）

年延入院患者数Ａ（125,408）

年延医者数Ｄ（31,174）

年延外来患者数Ｂ（223,866）

Ｄ（31,174）

Ａ（125,408）

年延看護部門職員数Ｅ（125,500）

Ｂ（223,866）

Ｅ（125,500）

（３６１．７）

343.6人

（1,009.5）

917.5人

（186.8）

178.5％

（４．２）

4.0人

（７．８）

7.2人

（１．１）

1.0人

（２．１）

1.8人

-5.0

-9.1

-4.4

-4.8

-7.7

-9.1

-14.3

３
収
入

(1)患者一人

－日当り

診療収入

(2)職員一人

一日当り

診療収入

ア入院

うち投薬注射収入

うち検査収入

うちＸ線収入

イ外来

うち投薬注射収入

うち検査収入

うちＸ線収入

ア医師

イ看護部門職員

入院収益（5,869,687）

Ａ（125,408）

投薬注射収入（644,425）

Ａ（125,408）

検査収入（238,069）

Ａ（125,408）

Ｘ線収入（179,590）

Ａ（125,408）

外来収益（2,176,952）

Ｂ（223,866）

投薬注射収入（369,072）

Ｂ（223,866）

検査収入（513,695）

Ｂ（223,866）

Ｘ線収入（467,376）

Ｂ（223,866）

入院外来収益Ｃ（8,046,639）

Ｄ（31,174）

Ｃ（８，０４６，６３９）

Ｅ（125,500）

（43,858）

46,805円

（4,950）

5,139円

（１，８７１）

1,898円

（１，３１９）

1,432円

（8,945）

9,724円

（１，６７１）

1,649円

（２，１４７）

2,295円

（1,880.）

2,088円

（254,235）

258,120円

（６８，１９１）

64,117円

6.7

3.8

1.4

8.6

8.7

－１．３

6.9

1１．１

1.5

-6.0



－２５－

項目 算出基礎 数値･単位 増減率

(3)職員一人当り医業収入

医業収入（8,712,843）

損益勘定所属職員数（５０５）

（17,755,237）

17,253,154円 -2.8

４
費
用

(1)患者一人

－日当り

薬品費

ア投薬

イ注射

ウ計

(2)入院患者一人一日当り給食材料費

(3)使用効率 ア投薬薬品分

イ注射薬品分

(4)医療材料消費率

投薬薬品費（155,029）

Ａ＋Ｂ（349,274）

注射薬品費（738,151）

Ａ＋Ｂ（349,274）

薬品費（893,180）

Ａ＋Ｂ （349,274）

給食材料費（71,573）

Ａ（125,408）

薬品収入(投薬分）（230,175）×100

投薬薬品費（155,029）

薬品収入(注射分）（783,322）×100

注射薬品費（738,151）

医療材料費（1,940,214）×100

入院外来収益（8,046,639）

（４２３）

444円

（2,063）

2,113円

（2,486）

2,557円

（５２６）

５７１円

（146.8）

148.5％

（106.3）

106.1％

（２５．８）

24.1％

5.0

2.4

2.9

8.6

1.2

-０．２

-6.6

5診療収入に

対する割合

(1)投薬注射収入

(2)検査収入

(3)Ｘ線収入

投薬注射収入（1,013,497）×100

Ｃ （8,046,639）

検査収入（751,764）×100

Ｃ（8,046,639）

Ｘ線収入 （646,966）×１００

Ｃ （ 8,046,639）

（１３．３）

１２．６％

（９．７）

9.3％

（８．０）

8.0％

-5.3

-4.1

0.0

６
医
業
対
す
る

収
益
に
割
合

(1)

医療材料費

ア薬品費

イその他医療材料費

ウ計

(2)職員給与費

薬品費（893,180）×100

医業収益Ｆ（8,712,843）

その他医療材料費（1,047,034）×100

Ｆ（8,712,843）

医療材料費（1,940,214）×100

Ｆ （8,712,843）

職員給与費（4,627,551）×100

Ｆ（8,712,843）

（１０．９）

１０．３％

（１３．０）

１２．０％

（２４．０）

22.3％

（５２．３）

53.1％

-5.5

-7.7

-7.1

1.5

７
検
査
の
状
況

(1)患者100人当り検査件数

(2)患者100人当りＸ線件数

(3)検査技師1人当り検査件数

(4)検査技師1人当り検査収入

(5)放射線技師一人当り検査件数

(6)放射線技師一人当りＸ線収入

年間検査件数（762,535）×100

年延総患者数Ｇ349,274）

年間Ｘ線件数（７８，４１４）×100

Ｇ349,274）

年間検査件数762,535）

年度末検査技師数Ｈ（２２．８）

検査収入751,764）

Ｈ ２２．８）

年間Ｘ線件数７８，４１４）

年度末放射線技師数Ｉ（１７．０）

Ｘ線収入（646,966）

Ｉ（１７．０）

（193.6）

218.3件

（２０．５）

22.5件

（３３，７１４．３）

33,444.5件

（３５，７１３）

32,972千円

（4,588.7）

4,612.6件

（３７，６２１）

38,057千円

1２．８

９．８

-0.8

-7.7

0.5

1.2

８
室
料

(1)入院収益に対する室料差額収入割合

(2)経常収益に対する室料差額収入割合

室料差額収入 38,233）×１００

入院収益5,869,687）

室料差額収入（38,233）×１００

経常収益（9,635,385）

（0.6）

0.7％

（０．４）

0.4％

16.7

0.0



－２６－

項目 算出基礎 数値｡単位 増減率

差
額

(3)室料差額対象病床対総病床数の割合

室料差額対象病床数（５０）×1００

総病床数４０７）

（１２．３）

１２．３％ 0.0

9病床100床

当り職員数

(1)医師

(2)看護部門職員

(3)薬剤部門職員

(4)事務部門職員

(5)給食部門職員

(6)医療技術員

(7)その他職員

(8)全職員

年度末医師数（８４．８）×100

年度末病床数Ｊ４０７）

年度末看護職員数（341.3）×100

Ｊ（４０７）

年度末薬剤職員数（１８．０）×1００

Ｊ（４０７）

年度末事務職員数（７１．６）×100

Ｊ（４０７）

年度末給食職員数（３４．２）×100

Ｊ（４０７）

年度末医療技術員数（３９．８）×100

Ｊ（４０７）

年度末その他職員数（３５．６）×100

Ｊ（４０７）

年度末全職員数（625.3）×100

Ｊ（４０７）

（２１．０）

20.8人

（７９．８）

83.9人

（４．２）

4.4人

（１３．１）

１７．６人

（８．２）

8.4人

（９．５）

9.8人

（8.0）

8.7人

（143.7）

153.6人

-1.0

5.1

4.8

34.4

2.4

3.2

8.7

6.9



（）は前年度数値(9)財務分析に関する鯛

－２７－

項目 算出基礎 比率 増減率

1固定資産構成比率

固定資産（12,954,992）×１００

固定資産（12,954,992）＋流動資産（3,294,673）＋繰延勘定（769,034）

（７６．３）

76.1 -0.3

2固定負債構成比率

固定負債（Ｏ）＋借入資本金（11,610,429）×100

負債資本合計（17,018,699）

（７Ｌ１）

68.2 -4.1

3自己資本構成比率

自己資本金（1,084,983）＋剰余金（3,623,512）×100

負債資本合計（17,018,699）

（２４．６）

27.7 12.6

4固定資産対長期資本比率

固定資産（12,954,992）×１００

資本金（12,695,412）＋剰余金（3,623,512）＋固定負債（０）

（７９．６）

79.4 -0.3

5固定比率

固定資産（12,954,992）×100

自己資本金（1,084,983）＋剰余金（3,623,512）

（309.6）

275.1 -11.1

6流動比率

流動資産（3,294,673）×１００

流動負債（699,775）

（453.6）

470.8 3.8

7酸性試験比率

現金預金（1,874,113）＋未収金（1,386,413）×１００

流動負債（699,775）

（449.2）

465.9 3.7

8現金比率

現金預金（1,874,113）×１００

流動負債（699,775）

（284.3）

267.8 -5.8

9減価償却率

当年度減価償却費（762,124）

固定資産（12,954,992）－土地･建設仮勘定（4,399,021）＋当年度減価償却費762,124）

（９．１）

8.9 -2.2

10未収金回転率

営業収益（8,712,843）－受託工事収益（）

(期首未収金（1,402,497）＋期末未収金（1,386,413）｝×０．５

（６．７）

6.2 -7.5

11固定資産回転率

営業収益（8,712,843）

{期首固定資産（14,246,533）＋期末固定資産（12,954,992））×０．５

（０．６）

0.6 0.0

12総収支比率

総収益（9,635,385）×１００

総費用（9,765,012）

（９７．４）

98.7 1.3

13経常収支比率

経常収益（9,635,385）×１００

経常費用 （9,765,012）

（９７．４）

98.7 1.3

14営業収支比率

営業収益（8,712,843）－受託工事収益（）×１００

営業費用（8,948,563）－受託工事費用（）

（９８．３）

97.4 -0.9

15利子負担率

）支払利息（411,265）＋企業債取扱諸費（×１００

企業債（10,007,209）＋他会計借入金（1,603,220）＋一時借入金（Ｏ）

（３．６）

3.5 -2.8

企業債償還元金

16対減価償却額比率

建設改良のための企業債償還元金（1,024,558）×１００

当年度減価償却費（762,124）

（153.8）

134.4 -12.6

対
す
る

Ⅳ
料
金
収
入
に

割
合

企業債元利償還金

企業債利息

企業債償還元金

職員給与費

建設改良のための企業債元利償還金（1,435,823）×１００

料金収入 （8,046,639）

企業債利息（411,265）×１００

料金収入（8,046,639）

建設改良のための企業債償還元金（1,024,558）×１００

料金収入（8,046,639）

職員給与費（4,509,589）×１００

料金収入（8,046,639）

（２０．４）

1７．８

（５．５）

5.1

（１４．９）

1２．７

（５６．２）

56.0

-12.7

-7.3

-14.8

-0.4

18職員1人当り営業収益

営業収益（8,712,843）

損益勘定所属職員数（５０５）

（17,755）

17,253 -2.8

職員1人当り

19有形固定資産

期末有形固定資産（12,952,484）

損益勘定所属職員数（５０５）＋資本勘定所属職員数（Ｏ）

（26,596）

25,648 -3.6

20経常損失比率

経常損失（129,627）×１００

営業収益（8,712,843）－受託工事収益（）

（0.0）

0.0 0.0

21累積欠損金比率

累積欠損金（2,198,597）ｘ１００

営業収益（8,712,843）－受託工事収益（）

（-38.5）

25.2 0.0

22不良債務比率

流動負債（699,775）－(流動資産（3,294,673）－翌年度繰越財源×１００

営業収益（）－受託工事収益（）

（0.0）

0.0 0.0



※指標の解説

－２８－

1固定資産構成比率 総資産に対する固定資産の比率で､低い値が良いとされる｡事業の安定性の指標。

2固定負債構成比率 総資産に対する固定負債の比率で､低い値が良いとされる｡事業の安定性の指標。

3自己資本構成比率 総資本に対する自己資本の比率で､高い値が良いとされる｡事業の安定性の指標。

4固定資産対
長期資本比率 固定資産が､どの程度､長期資本によって調達されているかを示す比率で､常に100％以下で､かつ､低い値が良いとされる。

5固定比率 自己資本に対する固定資産の比率｡固定資産は､１年以上にわたり使用される資産であることから､この調達源泉は､返済期限のない自己資本で賄う
のが､安全な財務措置といえる｡低い値が良いとされる。

6流動比率 流動負債に対する流動資産の比率｡短期的な負債に対する支払いのための資金がどれくらいあるかを見る比率で､高い値ほど運転資金があると判
断できる。

7酸性試験比率 流動負債に対する当座資産の比率｡流動性を判断する指標で､100％以上であることが望ましい。

8現金比率 流動負債に対する現金､預金の比率｡短期的な支払能力を表す｡酸性試験比率と似ている
100％以上が望ましい。

が､その中で最も確実な支払手段のみを考慮している。

9減価償却率 減価償却である固定資産のうち、当年度に減価償却される割合を示す｡固定資産に投下された資本の回収状況を判断する指標で、
ど投下資本が貨幣性資産として回収され､資本として内部留保されることを示す。

数値が大きいほ

10未収金回転率
未収金が収益によって何回転している
いることを示す。

かを示す｡未収金の回転状況を判断する指標で､数値が大きいほど未収期間が短く､未収金が早く回収されて

11固定資産回転率

12総収支比率

固定資産が収益によって何回転しているかを示す｡数値が大きいほど施設などの固定資産が有効に稼動していることを示す。

総費用に対する総収益の比率｡損益計算上､総体の収益で総体の費用をまかなうことができるかどうかを示す。 100％以上が良いとされる。

13経常収支比率 経営費用に対する経常収益の比率を示す｡100％を超える場合は単年度黒字を､100％未満の場合は単年度赤字を示すことになる。

14営業収支比率 営業費用に対する営業収益の割合を示す｡数値が100％未満の場合には健全経営とはいえない。

15利子負担率 数値が小さいほど低利の借入金を利用していることになる。

16企業債償還元金

対減価償却額比率
減価償却に対する企業債償還元金の割合を示す｡内部留保資金である減価償却費で､企業債償還元金が賄われている力
数値が'1､さいほど資金的に余裕があるということになる。

】どうかをみるものであり、

17料金に対する割合

企業債元利償還金 料金収入に対する企業債元利償還金の割合を示す｡企業債償還元金がどの程度経営の圧迫要因となっているかを示すもので､数値が,1､さいほどよ
い。

企業債利息 料金収益に対する企業債利息の割合を示す｡企業債利息がどの程度経営の圧迫要因となっているかを示すもので､数値が小さいほどよし 、
。

企業債償還元金 料金収入に対する企業債償還元金の割合を示す｡企業債償還元金がどの程度経営の圧迫要因となっているかを示すもので､数値が,I､さいほどよ
い．

職員給与費 料金収益に対する職員給与費の割合を示す｡職員給与費がどの程度経営の圧迫要因となっているかを示すもので､数値が'１､さいほどよし 、
｡

18職員1人当り
営業収益

労働生産性を示す｡主たる営業活動として行う財貨･サービスの提供の対価としての収入が､職員一人当りどれだけの収益を得ているかを示すもの
で､数値が大きいほどよい。

19職員1人当り
有形固定資産

労働生産性を示す｡固定資産のうち土地､償却資産､建設仮勘定などの有形固定資産が､職員一人当りどの程度あるかを示すもので､数値が大きい
ほどよい。

20経常損失比率 営業収益に対する経常損失の割合を示す｡数値が大きいほど､その企業固有の事業の収益性の低さが指摘される。

21累積欠損金比率 営業収益に対する累積欠損金の割合を示す｡数値が大きいほど経営が悪化していることを示す。

22不良債務比率 営業収益に対する不良債務の割合を示す｡数値が大きいほど経営状況が悪化していることを示す。



8.業務の状況
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３
３
３
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度
’
１
１
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２
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２
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１
１
１
１
２

６
７
８
９
０
６
７
８
９
０
６
７
８
９
０
６
７
８
９
０

年度

１
国
・
Ｉ

区分 年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 1０月 1１月 1２月 １月 ２月 ３月 総計

外
来

総
患
者
数

一
日
平
均

平
成

平

成

1６

1７

1８

1９

2０

1６

1７

1８

1９

2０

21,075

20,300

1９，６１３

19,563

18,017

1,003.6

1,015.0

980.7

978.2

858.0

19,868

20,135

20,888

20,811

17,837

1,103.8

1,059.7

1,044.4

991.0

849.4

22,149

21,675

21,858

20,307

17,968

1,006.8

985.2

993.5

967.0

855.6

21,655

20,334

20,812

21,464

19,169

1,031.2

1,016.7

1,040.6

1,022.1

871.3

21,534

22,283

22,202

22,015

17,316

978.8

968.8

965.3

957.2

824.6

21,283

19,845

20,231

18,652

１７，７３２

1,064.2

992.3

1,011.6

1,036.2

886.6

20,932

20,331

21,520

21,205

１９，４５０

1,046.6

1,016.6

1,024.8

963.9

884.1

21,479

2０，６３０

20,244

20,258

1７，０１７

1,074.0

1,031.5

1,012.2

964.7

945.4

21,418

20,156

20,666

19,358

18,163

1,127.3

1,060.8

1,033.3

1,018.8

955.9

20,444

19,653

19,752

1９，２１７

17,952

1,076.0

1,034.4

1,039.6

1,011.4

944.8

1９，６１８

19,068

19,752

18,946

17,052

1,032.5

953.4

1,039.6

947.3

897.5

23,376

21,383

21,893

18,640

19,186

1,062.5

972.0

1,042.5

932.0

913.6

254,831

245,793

249,431

240,436

216,859

1,048.7

1,007.3

1,018.1

981.4

888.8

入
院

総
患
者
数

一
日
平
均

平
成

平
成

1６

1７

1８

1９

2０

1６

1７

1８

１９

2０

9,337

10,538

10,495

10,180

9,034

311.2

351.3

349.8

339.3

3０１．１

9,616

10,529

10,824

10,630

9,457

310.2

339.6

349.2

342.9

305.1

9,646

10,050

10,174

10,572

9,347

321.5

335.0

339.1

352.4

３１１．６

9,541

10,069

10,097

1０，７１６

9,497

307.8

324.8

325.7

345.7

306.4

9,386

9,237

11,140

10,623

9,402

302.8

298.0

359.4

342.7

303.3

9,326

9,378

10,343

9,986

9,274

310.9

312.6

344.8

332.9

309.1

1０，５１２

10,481

10,733

10,987

1０，４３１

339.1

338.1

346.2

354.4

336.5

9,758

9,685

10,391

10,175

9,644

325.3

322.8

346.4

339.2

321.5

9,942

9,703

10,574

9,854

1０，１４５

320.7

313.0

341.1

317.9

327.3

10,288

9,708

10,706

9,855

10,159

331.9

313.2

345.4

317.9

327.7

9,697

10,238

10,409

9,617

9.447

346.3

365.6

371.8

331.6

337.4

1１，４１８

11,103

10,899

9,993

10,704

368.3

358.2

351.6

322.4

345.3

118,467

120,719

126,785

123,188

116,541

324.6

330.7

347.4

336.6

319.3
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－■匹旦 (平成20年度）
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神
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泌
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器
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皮
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科

産
婦
人
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眼
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科
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鼻
咽
喉
科

放
射
線
科

麻
酔
科

透
析

形
成
外
科

歯
科

吟
卜
ツ
ク
〆

｜
般
患
者
数

伝
染
病
棟

入
院
収
益

４

人

2,082

人
853

人
649

人
463

人

1,562

人

1,116

人
409

人

275

人
別 人

809
。

人

０

人
313

人

147

人
０

人
咀 人

252

人
Ⅶ 人

0

人

9,034

人
０

円

471,922,559

５ 1,608 748 837 549 1,658 1,502 509 300 1４ 994 ０ 182 236
●

８ 2１ 230 6１ ０ 9,457

、

０ 495,053,500

６ 1,867 659 702 604 1,764 1,377 413 329 3２ 949 ０ 238 115 2１ 4８ 1７１ 5８ 0 9,347 ０ 470,061,703

７ 2,242 630 554 643 1,629 1,164 523 366 7０
白▲

9２１ ０ 238 9１ ０ ０ 316 110 ０ 9,497 ０ 501,344,023

８ 2，２１１ 614 565 408 1,630 1,336 522 385 6９ 1,000 0 261 9７ ０ １ 239 6４ ０ 9,402 ０ 476,772,678

９ 1,946 533 767 515 1,554 1,298 419 403 8５ 1,011 ０ 217 184 ０ 2２ 229 9１ ０ 9,274 0 461,455,466

1０ 2,209 645 823 590 1,636 1,505 532 347 8２ 1,169 ０ 334 133 ３ 2０ 264 139 ０ 10,431 ０ 535,333,527

1１ 1,829 625 716 624 1,629 1,384 668 374 3９ 1,106 ０ 213 113 0 2４ 224 7６ ０ 9,644 0 442,077,970

1２ 2,109 627 893 757 1,558 1,507 625 202 8１ 1,175 ０ 272 8５ 1６ ０ 198 4０ ０ 1０，１４５ ０ 504,405,416

１ 2,318 754 994 703 1,359 1,544 715 275 8４ 881 ０ 300 6４ ０ 1６ 104 4８ ０ 10,159 ０ 497,297,766

２ 2,170 617 747 534 1,436 1,501 5８１ 354 5４ 876 0 243 7１ ０ 1６ 173 7４ ０ 9,447 ０ 470,070,085

３ 2,181 653 813 626 1,805 1,774 719 296 102 919 ０ 3６１ 129 ０ ８ 247 7１ ０ 10,704 ０ 543,891,783

計 24,772 7,958 9,060 7,016 19,220 17,008 6,635 3,906 732 1１，８１０ ０ 3,172 1,465 4８ 189 2,647 903 ０ 116,541 0 5,869,686,476
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器
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人
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酔
科
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形
成
外
科

歯
科

肝
卜
ツ

ク
ニ

患
者
数

高
松
診
療
所
患
者

数

外
来
収
益

４

人

3,126

人

823

人

1,309

人

1,425

人

1,920

人

2,226

人

434

人
909

人

916

人

1,405

人

304

人
910

人

486

人
、 人

587

人
655

人
396

人

1７４

人

1８，０１７

人

570

円

164,491,858

５ 3,002 8７１ 1,200 1,517 1,856 2,078 436 836 933 1,416 443 977 502 1２ 5４１ 638 392 187 17,837 583 176,750,831

６ 3,031 805 1,195 1,462 1,910 2,161 416 ８１１ 940 1,541 459 955 466

夕

1１ 515 722 367 2０１ 17,968 580 ､181,429,316

７ 3,270 955 1,275 1,584 2,009 2,247 436 836 1,021 1,601 479 963 472 1７ 558 799 4３１ 216 19,169 642 189,050,071

８ 2,844 790 1,019 1,410 1,878 2,085 384 7８１ 984 1,457 370 930 465 2０ 540 780 392 187 1７，３１６ 547 170,237,896

９ 2,865 785 1,145 1,352 2,027 2,078 413 832 930 1,666 440 885 425 5９ 544 7１１ 375 200 17,732 595 178,026,624

1０ 3,139 870 1,305 1,584 1,994 2,341 446 890 1,033 1,794 457 968 669 2０ 582 687 452 ２１９ 19,450 585 196,036,288

1１ 2,819 686 １，１１９ 1,479 1,838 1,938 398 750 885 1,517 457 856 574 1１ 550 619 342 179 1７，０１７ 618 171,497,277

1２ 3,141 774 1,121 1,535 1,983 2,017 406 ８１１ 907 1,617 486 924 555 1２ 613 706 367 188 1８，１６３ 626 185,421,130

１ 3,055 770 1,227 1,543 1,897 2,055 378 851 876 1,556 546 910 422 1２ 601 663 402 188 17,952 576 184,388,723

２ 2,814 768 1,101 1,315 1,724 1,973 373 781 843 1,405 590 879 710 1２ 557 621 396 190 17,052 531 181,321,459

３ 3,044 842 1,187 1,515 2,055 2,206 440 810 1,013 1,640 623 1,106 706 1３ 593 763 492 １３８ 19,186 554 198,300,714

計 36,150 9,739 14,203 17,721 23,091 25,405 4,960 9,898 11,281 １８，６１５ 5,654 11,263 6,452 2１１ 6,781 8,364 4,804 2,267 216,859 7,007 2,176,952,187
























